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プ
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ク
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代
教
化
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門
（
生
死
観
・
葬
儀
観
Ｐ
Ｔ
）

成
年
後
見
制
度
〜
今
こ
そ
寺
院
の
必
要
と
さ
れ
る
時
〜

研
究
員
　
岩
田
親
靜
、
蓮
見
高
円
、
本
間
文
裕

助
言
　
嘱
託
　
石
原
顕
正

一
、
問
題
提
起

　
近
年
、
檀
信
徒
の
高
齢
化
や
、
跡
継
ぎ
の
居
な
い
檀
信
徒
の
増
加
、
あ
る
い
は
子
供
が
別
世
帯
に
な
っ
て
独
居
老
人
と
な
っ
た
方
な
ど

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
方
々
の
悩
み
は
多
種
多
様
で
す
が
、
そ
の
一
つ
に
、
も
し
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

後
の
事
（
葬
儀
、
墓
地
、
財
産
な
ど
）
を
誰
に
任
せ
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
も
の
が
有
り
ま
す
。

　
我
々
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
認
知
症
の
増
加
へ
の
対
策
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
我
々
僧
侶
が
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
関
与
で
き
る
の
か
、
ま
た
そ
も
そ
も
関
与
す
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
日
本
の
現
状
と
、
後
見
人
制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
を
通
り
越
し
て
超
高
齢
化
社
会
に
既
に
な
っ
て
い
る
日
本

　
近
年
、
日
本
は
高
齢
化
社
会
だ
と
い
う
話
題
を
良
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
身
の
回
り
で
高
齢
化
を
実
感
し
て
い
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る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
が
ど
の
程
度
の
高
齢
化
率
で
あ
り
、
将
来
的
に
ど
の
程
度
の
高
齢
化
が
進
む
の
か
と
い
う
事
を
、
把
握

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　
六
十
五
歳
以
上
を
「
高
齢
者
」
と
し
、
そ
の
割
合
が
、
七
％
を
超
え
る
と
高
齢
化
社
会
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
四
％
を
超
え
る
と

高
齢
社
会
、
二
一
％
を
超
え
る
と
、
超
高
齢
社
会
と
呼
ぶ
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
既
に
、
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）、
高
齢
化
社
会
（
七
・
一
％
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
九
九
五
年

（
平
成
七
年
）
に
は
高
齢
社
会
（
一
四
・
五
％
）、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
に
は
、
超
高
齢
社
会
（
二
一
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
高
齢
化
社
会
は
半
世
紀
近
く
前
に
通
り
過
ぎ
、
十
年
前
に
は
超
高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

二
〇
二
五
年
問
題

　
そ
し
て
、
数
年
後
の
二
〇
二
五
年
の
日
本
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
国
民
の
三
人
に
一
人
が
高
齢
者
、
五
人
に
一
人
が
後
期
高
齢
者
と
い
う
、「
超
・
超
高
齢
社
会
」
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

が
い
わ
ゆ
る
「
二
〇
二
五
年
問
題
」
で
す
。

高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
増
加

　
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢
者
の
認
知
症
の
問
題
も
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
七
年
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
報
告
に
よ
る
と
、
次
の
通
り
で
す
。

　
　
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）

05-01　蓮見氏.indd   396 2018/09/03   10:09



397

成年後見制度　現代教化学部門（生死観・葬儀観PT）

　
　
〜
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
〜

我
が
国
に
お
け
る
認
知
症
の
人
の
数
は
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
で
約
四
六
二
万
人
、
六
五
歳
以
上
高
齢
者
の
約
七
人
に
一
人
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。
正
常
と
認
知
症
と
の
中
間
の
状
態
の
軽
度
認
知
障
害
（M

CI: M
ild Cognitive Im

pairm
ent

）
と
推
計
さ
れ

る
約
四
〇
〇
万
人
と
合
わ
せ
る
と
、
六
五
歳
以
上
高
齢
者
の
約
四
人
に
一
人
が
認
知
症
の
人
又
は
そ
の
予
備
群
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
数
は
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
今
般
、
現
在
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
新
た
な

推
計
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
二
五
（
平
成
三
七
）
年
に
は
認
知
症
の
人
は
約
七
〇
〇
万
人
前
後
に
な
り
、
六
五
歳
以
上
高
齢
者
に

対
す
る
割
合
は
、
現
状
の
約
七
人
に
一
人
か
ら
約
五
人
に
一
人
に
上
昇
す
る
見
込
み
と
の
結
果
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
　
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
七
日

 

厚
生
労
働
省 

老
健
局
高
齢
者
支
援
課

　
認
知
症
・
虐
待
防
止
対
策
推
進
室

 
http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/houdou/0000072246.htm

l

　
こ
の
様
に
、
わ
ず
か
数
年
後
の
二
〇
二
五
年
に
は
、
六
五
歳
以
上
高
齢
者
の
五
人
に
一
人
が
認
知
症
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
軽
度
の
認
知
症
も
含
め
れ
ば
、
全
日
本
国
民
の
一
〇
人
に
一
人
が
認
知
症
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
故
、
認
知
症
へ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

少
子
化
に
伴
う
人
口
減
少
↓
支
援
の
手
が
足
り
な
く
な
る

　
一
方
、
少
子
高
齢
化
と
一
括
り
に
さ
れ
て
議
論
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
少
子
化
も
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
内
閣
府
発
表
の
「
高
齢
社
会
白
書
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
人
口
は
二
〇
二
五
年
に
は
約
一
億
二
千
万
人
、
一
五
歳
〜
六
四
歳
の
生
産
年

齢
人
口
は
、
約
七
〇
〇
〇
万
人
に
減
少
し
ま
す
。
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http://w

w
w
8.cao.go.jp/kourei/w

hitepaper/w
-2016/htm

l/zenbun/s1_1_1.htm
l

　
つ
ま
り
、
単
純
計
算
で
、
生
産
者
一
・
七
人
で
一
人
を
支
え
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
生
産
者
の
一
〇
人
に

一
人
は
認
知
症
の
人
を
支
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
増
加
＋
認
知
症
の
増
加
＋
少
子
化
＝
支
え
る
負
担
の
増
加

　
こ
の
よ
う
な
近
未
来
の
将
来
予
測
を
し
た
場
合
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
認
知
症
の
増
加
と
、
少
子
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

か
ら
、
認
知
症
患
者
に
対
す
る
支
援
の
手
が
足
り
な
く
な
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
事
が
分
か
り
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
困
る
事

　
さ
て
、
認
知
症
に
な
っ
て
判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
、
何
が
困
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
①
自
分
一
人
で
適
切
な
財
産
管
理
が
で
き
な
く
な
る
。

　
　
②
契
約
の
内
容
が
理
解
で
き
ず
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
れ
な
い
。

　
　
③
詐
欺
な
ど
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　
　
④
郵
便
物
が
理
解
で
き
ず
、
年
金
な
ど
の
申
請
が
出
来
ず
に
損
を
す
る
。

　
　
⑤
相
続
な
ど
、
重
要
な
内
容
が
自
分
だ
け
理
解
で
き
ず
損
を
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
認
知
症
に
な
っ
て
判
断
力
が
低
下
す
る
と
、
様
々
な
「
困
っ
た
こ
と
」
が
生
じ
、
不
利
益
を
被
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
す
る
解
決
法
の
一
つ
に
「
成
年
後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
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三
、
成
年
後
見
制
度

成
年
後
見
制
度
と
は

　
法
務
省
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
の
解
説
は
次
の
通
り
で
す
。

　
認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
々
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
を
管
理
し
た

り
、
身
の
ま
わ
り
の
世
話
の
た
め
に
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約
を
結
ん
だ
り
、
遺
産
分
割
の
協
議
を

し
た
り
す
る
必
要
が
あ
っ
て
も
、
自
分
で
こ
れ
ら
の
こ
と
を
す
る
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
に
不
利
益
な
契
約

で
あ
っ
て
も
よ
く
判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん
で
し
ま
い
、
悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
判
断

能
力
の
不
十
分
な
方
々
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

 

法
務
省

　
成
年
後
見
制
度

 
http://w

w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/m

inji17.htm
l#a10

　
簡
単
に
言
え
ば
、
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
の
判
断
能
力
を
成
年
後
見
人
が
補
う
こ
と
で
、
ご
本
人
が
生
活
や
お
金
の
事
で
困
ら
な
い

よ
う
に
支
援
す
る
制
度
な
の
で
す
。（
な
お
、
知
的
障
害
や
精
神
障
害
な
ど
の
理
由
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
別
の
問
題
と
し
て

今
回
は
扱
い
ま
せ
ん
。）

　
さ
て
、
成
年
後
見
人
に
出
来
る
こ
と
と
出
来
な
い
事
は
何
で
あ
り
、
成
年
後
見
人
が
付
く
こ
と
で
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

成
年
後
見
人
の
義
務
と
権
利

　
成
年
後
見
人
に
は
、
義
務
と
権
利
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
義
務
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①
　
財
産
管
理
　
本
人
の
財
産
を
適
切
に
管
理
す
る
義
務

　
　
②
　
身
上
監
護
　 

本
人
の
身
上
に
配
慮
す
る
義
務
。
本
人
の
代
わ
り
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
な
ど
を
行
い
、
本
人
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
調
節
。

　
権
利

　
　
①
　
代
理
権
　
　
本
人
に
代
わ
り
、
代
理
人
と
な
っ
て
事
務
を
行
う
権
利

　
　
②
　
同
意
権
　
　
本
人
が
一
定
の
重
要
な
行
為
（
借
金
、
不
動
産
の
売
買
、
相
続
な
ど
）
を
行
う
時
に
、
同
意
を
す
る
権
利

　
　
③

　
取
消
権

　
　
後
見
人
の
同
意
な
く
本
人
が
行
っ
た
不
利
益
な
行
為
を
取
り
消
す
権
利

　
こ
れ
ら
の
義
務
と
権
利
に
よ
り
、
前
述
の
「
困
っ
た
こ
と
」
が
、
後
見
人
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
①
本
人
に
代
わ
り
、
必
要
な
払
い
出
し
、
支
払
い
に
応
じ
財
産
を
管
理
す
る
。

　
　
②
本
人
に
代
わ
り
、
契
約
な
ど
の
内
容
を
聞
き
、
老
人
ホ
ー
ム
の
契
約
な
ど
を
結
べ
る
。

　
　
③
本
人
が
不
利
益
を
被
る
契
約
を
し
た
場
合
（
詐
欺
な
ど
）、
取
り
消
し
を
す
る
。

　
　
④
本
人
に
代
わ
り
、
郵
便
物
の
内
容
を
確
認
し
、
処
理
す
る
。

　
　
⑤
本
人
に
代
わ
り
、
相
続
手
続
き
な
ど
を
行
い
、
本
人
の
財
産
を
確
保
す
る
。

成
年
後
見
人
に
は
出
来
な
い
こ
と

　
そ
の
一
方
で
、
後
見
人
に
出
来
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。

　
　
①
医
療
の
同
意
（
手
術
や
輸
血
、
延
命
措
置
を
お
願
い
す
る
こ
と
）

　
　
②
病
院
入
院
の
際
な
ど
、
身
元
保
証
人
に
な
る
こ
と
。
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③
結
婚
・
離
婚
を
す
る
こ
と
（
一
身
専
属
的
な
も
の
）

　
　
④
直
接
介
護
を
行
う
こ
と
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
行
う
）

　
特
に
①
の
医
療
の
同
意
は
現
場
で
も
困
っ
て
お
り
、
身
寄
り
が
な
い
方
の
場
合
、
医
師
が
同
意
を
得
る
相
手
が
お
ら
ず
、
後
見
人
に
聞

い
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
後
見
人
に
は
そ
の
権
利
が
無
い
為
、
お
互
い
に
困
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　
②
の
身
元
保
証
人
に
つ
い
て
は
、
逆
に
言
え
ば
、
借
金
な
ど
を
肩
代
わ
り
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
わ
け
で
す
。
た
だ
、
亡
く
な
っ
た

後
に
、
後
見
人
が
親
族
や
死
後
の
事
務
委
任
を
受
け
て
い
る
な
ど
の
特
別
な
立
場
に
な
い
限
り
、
後
見
人
が
遺
体
の
引
き
取
り
手
に
は
な

れ
な
い
と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
人
に
は
だ
れ
が
選
ば
れ
る
の
か

　
ま
ず
、
成
年
後
見
制
度
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、「
法
定
後
見
制
度
」
と
「
任
意
後
見
制
度
」
の
二
つ
が
有
り
、
そ
れ
ぞ
れ
後
見
人

の
選
び
方
と
な
れ
る
人
が
違
い
ま
す
。

①
法
定
後
見
制
度
で
は
、
本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
、
認
知
症
に
な
っ
た
『
後
』
に
、
成
年
後
見
人
等
が
『
家
庭
裁
判
所
』
に
よ
っ
て

選
任
さ
れ
ま
す
。（
な
お
、
法
定
後
見
制
度
は
更
に
、
被
後
見
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
三
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。）

　
法
定
後
見
人
と
し
て
は
、
本
人
の
親
族
以
外
に
も
、
法
律
・
福
祉
の
専
門
家
、
そ
の
他
第
三
者
や
、
福
祉
関
係
の
公
益
法
人
そ
の
他
法

人
が
選
ば
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
任
意
後
見
制
度
で
は
、
本
人
が
十
分
な
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
、
認
知
症
に
な
る
『
前
』
に
、
将
来
判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に
な
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っ
た
場
合
に
備
え
て
あ
ら
か
じ
め
、『
本
人
が
選
ん
だ
』
任
意
後
見
人
に
、
自
分
の
生
活
、
療
養
看
護
や
財
産
管
理
に
関
す
る
事
務
に
つ

い
て
の
代
理
権
を
与
え
る
契
約
「
任
意
後
見
契
約
」
を
公
証
人
の
作
成
す
る
公
正
証
書
で
結
ん
で
お
き
ま
す
。
本
人
の
判
断
能
力
が
低
下

し
た
と
判
断
さ
れ
た
時
、
任
意
後
見
人
が
契
約
に
従
い
、
家
庭
裁
判
所
が
選
任
す
る
「
任
意
後
見
監
督
人
」
の
監
督
の
も
と
、
後
見
人
と

し
て
活
動
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
監
督
人
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
、
後
見
人
と
し
て
の
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
、
こ
の
監
督
人
の

選
任
に
は
一
〜
三
カ
月
を
要
し
ま
す
。

　
な
お
、
任
意
後
見
契
約
を
結
ん
で
い
て
も
、
本
人
の
状
況
を
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
、
い
つ
後
見
を
開
始
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
為
、
任
意
後
見
の
契
約
内
容
に
よ
っ
て
は
、
任
意
後
見
人
に
な
る
ま
で
の
期
間
を
「
見
守
り
期
間
」
と
し
て
、

定
期
的
に
見
守
り
活
動
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
任
意
後
見
人
と
し
て
は
、
未
成
年
者
や
破
産
者
な
ど
を
除
き
、
基
本
的
に
は
誰
で
も
な
る
事
が
出
来
ま
す
。
よ
っ
て
、
法
定
後
見
人
な

ど
と
同
じ
よ
う
な
親
族
や
法
律
・
福
祉
の
専
門
家
、
福
祉
関
係
の
公
益
法
人
そ
の
他
法
人
な
ど
の
他
に
、
友
人
や
知
人
な
ど
が
な
る
事
も

可
能
で
す
。

　
つ
ま
り
、
任
意
後
見
人
な
ら
、
菩
提
寺
の
住
職
で
も
な
れ
る
わ
け
で
す
。

後
見
人
の
現
状

　
こ
の
よ
う
に
、
法
定
、
任
意
の
い
ず
れ
で
も
、
親
族
が
な
る
事
が
可
能
で
す
。

　
で
は
、
後
見
人
に
は
、
親
族
が
な
る
事
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
具
体
的
に
、
後
見
人
に
は
ど
の
よ
う
な
人
が
な
っ
て
い
る
の
か
、

「
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
編

　
成
年
後
見
事
件
の
概
況

　
平
成
二
十
八
年
度
版
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
近
年
五
年
間
で
、
成
年

後
見
制
度
の
利
用
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
部
分
は
、
法
定
後
見
人
（
判
断
能
力
が
低
下
し
て
か
ら
家
庭
裁
判
所
が
選

任
）
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
任
意
後
見
人
（
認
知
症
に
な
る
前
に
契
約
）
は
僅
か
で
す
。
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次
に
、
成
年
後
見
人
に
選
任
さ
れ
た
人
と
本
人
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
意
外
な
こ
と
に
、
親
族
は
約
二
八
・
一
％
に
過
ぎ
ず
、
親

族
以
外
の
第
三
者
が
全
体
の
約
七
一
・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
親
族
以
外
の
第
三
者
の
内
訳
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士

が
大
半
で
す
。

　
し
か
し
、
わ
ず
か
五
年
前
の
平
成
二
三
年
度
の
報
告
書
を
見
て
み
る
と
、
親
族
が
全
体
の
過
半
数
、
五
五
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

親
族
以
外
の
第
三
者
は
、
全
体
の
約
四
四
・
四
％
で
す
。

　
更
に
、
十
年
前
の
平
成
一
八
年
で
は
、
親
族
が
約
八
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
近
年
親
族
の
成
年
後
見
人
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
親
族
に
よ
る
不
正
が
多
発
し
た
た
め
、
家
庭
裁
判
所
が
選
任

す
る
法
定
後
見
人
で
は
親
族
が
選
任
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
親
族
が
選
任
さ
れ
て
も
、
不
正
を
監
視
す
る
為
の
「
後
見

監
督
人
」
が
選
任
さ
れ
る
件
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。（
な
お
、
不
正
と
云
っ
て
も
、「
親
の
お
金
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
借
り
た
だ
け
」
と
い

っ
た
知
識
不
足
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
で
す
。）

　
こ
の
よ
う
に
、
家
庭
裁
判
所
が
法
定
後
見
人
の
選
任
を
、
親
族
で
は
な
く
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
に
任

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
、
こ
こ
数
年
の
現
状
で
す
。

職
業
後
見
人

　
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
、
親
族
で
は
な
い
専
門
職
従
事
者
に
よ
る
後
見
人
を
、
と
く
に
「
職
業
後
見
人
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
（
司
法
書
士
）、
社
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
士
会
の
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
・
ぱ
あ
と
な
あ
等
、
団
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
認
知
症
の
増
加
や
、
法
定
後
見
人
と
し
て
親
族
で
は
な
く
職
業
後
見
人
が
選
任
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る

こ
と
に
よ
り
、
職
業
後
見
人
の
需
要
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
以
外
の
士
業
（
行
政
書
士
な
ど
）
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や
団
体
等
も
後
見
人
養
成
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
増
加
す
る
後
見
人
需
要
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
職
業
後
見
人
の
数
は
需
要
に
対
し
て
数
が
足
り
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
職
業
後
見
人
に
対
し
て
は
月
額
お
よ
そ
三
〜
五
万
円
の
報
酬
を
本
人
の
財
産
か
ら
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
一
定

の
資
力
が
な
い
と
職
業
後
見
人
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人

　
こ
の
よ
う
な
職
業
後
見
人
の
不
足
か
ら
、
親
族
で
も
友
人
知
人
で
も
な
く
専
門
職
従
事
者
で
も
な
い
一
般
市
民
を
、
後
見
人
（
市
民
後

見
人
）
へ
と
養
成
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
市
民
後
見
人
の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
報
酬
に
つ
い
て
も
職
業
後
見
人
に
比
べ
て
安
く
、
実
費
の
他
は
、
月
一
万
円
程
度
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
た
だ
、
専
門
職
で
は
な
く
、
善
意
の
一
般
市
民
に
す
ぎ
な
い
市
民
後
見
人
の
能
力
担
保
を
、
ど
う
図
る
の
か
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
参
考
》

市
民
後
見
人
と
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、
税
理
士
、
行
政
書
士
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
以
外
の
自
然
人
の
う
ち
、

本
人
と
親
族
関
係
（
六
親
等
内
の
血
族
、
配
偶
者
、
三
親
等
内
の
姻
族
）
及
び
交
友
関
係
が
な
く
、
社
会
貢
献
の
た
め
、
地
方
自
治

体
等
が
行
う
後
見
人
養
成
講
座
な
ど
に
よ
り
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
一
定
の
知
識
や
技
術
・
態
度
を
身
に
付
け
た
上
、
他
人
の
成

年
後
見
人
等
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
を
選
任
し
た
場
合
を
い
う
。

 
 

成
年
後
見
関
係
事
件
の
概
況

　
平
成
二
十
八
年
一
月
〜
十
二
月

 
 

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
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お
寺
が
頼
ら
れ
る
時
代
が
来
て
い
る
か
も
？

　
さ
て
こ
こ
ま
で
、
高
齢
者
が
激
増
す
る
二
〇
二
五
年
問
題
、
そ
れ
に
伴
う
認
知
症
の
増
加
、
そ
れ
ら
の
対
策
で
あ
る
は
ず
の
成
年
後
見

人
制
度
自
体
で
人
手
不
足
に
な
っ
て
い
る
現
状
な
ど
を
見
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
も
し
か
す
る
と
、
我
々
僧
侶
が
頼
ら
れ

る
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
独
身
や
独
居
の
高
齢
者
の
檀
家
さ
ん
か
ら
、「
自
分
が
ボ
ケ
た

後
の
面
倒
を
見
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
し
か
し
な
が
ら
、
お
寺
の
住
職
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
所
詮
は
家
族
で
も
な
ん
で
も
な
い
赤
の
他
人
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
赤
の
他
人
で
あ
る

以
上
、
い
く
ら
本
人
に
頼
ま
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
我
々
が
乗
り
出
し
て
行
っ
て
関
わ
る
法
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
、

家
庭
裁
判
所
に
法
定
後
見
人
と
し
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
無
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
事
前
に
「
任
意
後
見
」
の
契
約
を
結
ん
で
お
け
ば
、
い
ざ
認
知
症
に
な
っ
た
場
合
に
、
任
意
後
見
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
、

檀
信
徒
の
「
後
の
事
は
頼
む
」
と
い
う
願
い
に
応
え
て
、
檀
信
徒
の
力
に
な
れ
る
法
的
根
拠
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。

四
、
先
行
事
例
紹
介

互
井
観
章
上
人
の
体
験
談

　
先
行
事
例
と
し
て
、
檀
信
徒
の
任
意
後
見
人
と
な
っ
て
い
る
、
経
王
寺
御
住
職
互
井
観
章
上
人
の
お
話
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

ケ
ー
ス
①
　
Ａ
子
さ
ん

　
Ａ
子
さ
ん
は
、
十
四
人
兄
弟
の
長
女
で
あ
り
、
三
度
結
婚
・
離
婚
を
し
ま
し
た
が
、
子
供
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
二
五
年
に
体
調

を
崩
し
入
院
す
る
と
、
弟
の
妻
・
姪
に
よ
り
強
制
的
に
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
身
体
は
衰
え
て
い
た
も
の
の
、

頭
脳
は
明
晰
で
し
た
の
で
、
一
週
間
ほ
ど
で
自
宅
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
帰
宅
後
、
弟
の
妻
や
姪
と
金
銭
的
な
ト
ラ
ブ
ル
等
も
あ
り
、
絶
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縁
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
同
時
期
、
別
の
弟
が
亡
く
な
り
、
喪
主
と
な
っ
た
こ
と
で
、
自
分
の
死
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
互
井
上

人
に
相
談
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
「
弟
の
妻
と
姪
に
財
産
を
分
与
す
る
」
と
な
っ
て
い
た
遺
言
公
正
証
書
を
書
き
直
し
、
全
部
を
お
寺
（
互
井
上
人
個
人
で
は
な
く

宗
教
法
人
）
に
遺
贈
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
に
、
互
井
上
人
に
任
意
後
見
人
に
な
る
こ
と
を
依
頼
し
、「
任
意
後
見
契
約
公
正
証
書
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
、
互
井
上
人
は
後
見
人
予
定
者
と
し
て
の
「
見
守
り
期
間
」
に
入
り
、
見
守
り
活
動
と
し
て
毎
月
一
〜
二
回
、
一
時
間
ほ
ど

離
れ
た
Ａ
子
さ
ん
の
自
宅
ま
で
訪
問
し
、
定
期
的
に
状
態
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
二
八
年
三
月
、
Ａ
子
さ
ん
は
脳
梗
塞
で
倒
れ
、

半
身
麻
痺
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
互
井
上
人
は
、
任
意
後
見
人
と
し
て
活
動
す
る
為
に
、
同
年
四
月
に
任
意
後
見
監
督
人
選
任
の
申
し

立
て
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
監
督
人
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
一
〜
三
月
ほ
ど
掛
か
り
ま
す
。
Ａ
子
さ
ん
は
五
月
に
心
不
全
で
亡
く
な
ら

れ
て
し
ま
い
、
結
局
、
任
意
後
見
人
と
し
て
活
動
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ケ
ー
ス
①
の
反
省

　
互
井
上
人
の
感
想
と
し
て
は
、
ま
ず
、
脳
梗
塞
で
入
院
さ
れ
た
時
に
医
師
に
治
療
の
方
針
や
「
延
命
治
療
は
し
ま
す
か
？
」
な
ど
と
聞

か
れ
て
困
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
権
限
は
後
見
人
に
は
な
い
の
で
、「
以
前
に
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
」
程
度
の
話
を
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
事
前
に
治
療
の
方
針
や
尊
厳
死
宣
言
を
書
い
て
お

い
て
も
ら
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
後
見
人
は
生
存
中
の
財
産
管
理
し
か
で
き
な
い
た
め
、
亡
く
な
っ
た
後
の
こ
と
に
関
し
て
後
見
人
と
し
て
は
関
与
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
遺
言
書
で
頼
ま
れ
て
い
た
為
亡
く
な
っ
た
後
も
干
与
で
き
た
そ
う
で
す
が
、「
死
後
の
事
務
委
任
」

と
し
て
明
確
に
受
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
し
た
。
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さ
ら
に
、
任
意
後
見
監
督
人
選
任
の
申
し
立
て
を
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
時
点
で
の
全
財
産
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

現
実
に
は
、
銀
行
口
座
や
、
不
動
産
、
株
式
な
ど
を
全
て
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
不
調
を
確
認
し
て
か
ら
申
し
立
て
ま
で
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
最
初
に
任
意
後
見
契
約
公
正
証
書
を
作
成
し
た
時
点
で
、
全
財
産
の
財
産
目
録
を
作
成
し

て
置
き
、
銀
行
の
通
帳
や
印
鑑
な
ど
の
場
所
も
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
も
あ
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
そ
も
そ
も
檀
家
さ
ん
の
後
見
人
に
な
る
こ
と
自
体
に
不
安
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
Ａ
子
さ
ん
以
外
に
も
多
数
の
独
居
高
齢
者
の
檀
家
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
多
く
の
方
か
ら
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
不
安
や
、
財
産
の
管
理
や
介
護
施
設
の
選
定
・
契
約
な
ど
、
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
後
見
人
と
し

て
何
が
出
来
て
何
が
出
来
な
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
非
常
に
ス
ト
レ
ス
の
多
い
毎
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
見
守
り
活
動
期
間
中
で
は
、
お
坊
さ
ん
と
言
う
だ
け
で
非
常
に
信
頼
し
て
も
ら
え
、
市
役
所
等
で
手
続
き
を
行
っ
た
り

す
る
際
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
や
近
隣
の
住
民
の
方
な
ど
の
関
係
者
と
の
繋
が
り
を
持
っ
た
り
、
後
見
人
予
定
者
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
場
面
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
、
僧
侶
の
信
頼
性
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
だ
と
感
動
し
た

そ
う
で
す
。

ケ
ー
ス
②

　
Ｂ
夫
さ
ん
と
Ｃ
子
さ
ん
ご
夫
婦

　
Ｂ
夫
さ
ん
と
Ｃ
子
さ
ん
ご
夫
婦
に
子
供
は
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
兄
弟
も
な
く
、
二
人
き
り
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
六
年
に
Ｂ
夫
さ
ん
が
認
知
症
の
疑
い
で
入
院
し
、
Ｃ
子
さ
ん
も
病
気
で
入
院
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
際
、
老
後
の
面
倒
を

見
て
も
ら
う
予
定
に
し
て
い
た
親
族
と
お
金
の
事
で
揉
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
為
、
互
井
上
人
に
相
談
が
あ
り
、
翌
年
の
平
成
二
七

年
に
お
二
人
と
の
任
意
後
見
契
約
公
正
証
書
を
作
成
、
遺
言
公
正
証
書
も
書
き
換
え
、
見
守
り
期
間
に
入
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
八
年
四
月
に
、
Ｃ
子
さ
ん
が
心
不
全
で
緊
急
入
院
し
ま
し
た
。
認
知
症
を
発
症
し
て
い
た
Ｂ
夫
さ
ん
は
一
人
で
は
生
活
で
き
な
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い
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
行
く
こ
と
を
拒
否
、
ケ
ア
マ
ネ
も
勝
手
に
断
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

Ｃ
子
さ
ん
の
入
院
し
た
病
院
に
Ｂ
夫
さ
ん
も
入
院
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
同
年
五
月
に
互
井
上
人
は
、
Ｂ
夫
さ
ん
の
任
意
後
見
監
督
人
選
任
の
申
し
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
Ｃ
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
身
体
は
集

中
治
療
室
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
病
ん
で
い
る
も
の
の
、
意
識
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
た
た
め
、
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
カ
月
後
の
同
年
七
月
に
Ｂ
夫
さ
ん
の
任
意
後
見
監
督
人
が
決
定
し
、
互
井
上
人
は
Ｂ
夫
さ
ん
の
任
意
後
見
人
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
現
在
お
二
人
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ス
②
の
反
省

　
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ま
ず
監
督
人
と
の
初
回
の
監
督
調
査
の
と
き
に
注
意
を
受
け
ま
し
た
。
ご
夫
婦
と
は
い
え
、
Ｂ
夫
さ
ん
と
Ｃ
子
さ

ん
は
別
人
な
の
で
、
二
人
の
財
産
は
別
の
も
の
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
二
人
の
後
見
人
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

問
題
が
あ
る
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
Ｂ
夫
さ
ん
の
後
見
人
と
し
て
は
、
妻
で
あ
る
Ｃ
子
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
も
、
夫
の
Ｂ
夫
さ
ん
名
義
の
通

帳
か
ら
お
金
を
お
ろ
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
し
て
も
し
こ
の
時
、
同
時
に
Ｃ
子
さ
ん
の
後
見
人
に
も
な
っ
て
い
た
ら
、
一
体
ど
っ
ち
の

都
合
を
優
先
す
べ
き
か
、
判
断
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
監
督
人
が
付
く
た
め
、
監
督
人
が
不
必
要
と
し
た
支
出
も
出
来
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
Ｃ
子
さ
ん
は
以
前
か
ら
、
病
院
の
医
師
に

時
季
折
々
の
付
け
届
け
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
こ
の
付
け
届
け
は
Ｂ
夫
さ
ん
に
と
っ
て
不
必
要
な
出
費
と
さ
れ
て
し
ま

い
、
Ｂ
夫
さ
ん
の
口
座
か
ら
は
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
Ｃ
子
さ
ん
が
入
院
し
た
際
に
、
通
常
な
ら
治
療
の
必

要
が
無
い
Ｂ
夫
さ
ん
は
入
院
で
き
な
い
は
ず
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
付
け
届
け
を
し
て
い
た
医
師
の
便
宜
に
よ
っ
て
一
緒
の
病
院
に
入

院
さ
せ
て
も
ら
え
た
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
Ｂ
夫
さ
ん
に
と
っ
て
本
当
に
不
必
要
な
支
出
な
の
か
、
疑
問
に
思
わ
な
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。
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二
人
が
入
所
し
て
し
ま
っ
た
為
に
、
自
宅
が
空
き
家
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
処
理
に
困
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
名
義
が
Ｂ
夫
さ
ん
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
Ｃ
子
さ
ん
が
空
き
家
に
な
る
な
ら
売
り
た
い
と
思
っ
て
も
、
Ｂ
夫
さ
ん
の
後
見
人
と
し
て
は
、
財
産
を
守
る
の
が
仕

事
な
の
で
簡
単
に
は
家
を
売
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
こ
の
様
に
、
ご
夫
婦
の
場
合
、
夫
婦
の
財
産
は
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
て
分
け
て
お
き
、
後
見
人
も
別
々
の
人
に
し
て
お
い
た
方
が
良
い

と
の
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
後
見
人
と
し
て
の
お
手
当
は
月
額
一
万
円
で
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
交
通
費
・
事
務
通
信
費
な
ど
の
実
費
は
別
に
出
ま
す
。

ま
た
、
後
見
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
一
〜
二
か
月
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
期
間
に
は
、
一
時
的
に
立
て
替
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
支
払
い
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

二
つ
の
事
例
を
踏
ま
え
て

　
こ
の
よ
う
に
、
任
意
後
見
人
に
な
る
に
は
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
質
上
と
し
て
は
、
諸
々
の
事
務
手
続
き
を
す
る
時
間
的
余

裕
と
、
そ
れ
な
り
の
財
産
的
余
裕
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
後
見
人
を
引
き
受
け
る
に
は
、

①
任
意
後
見
契
約
公
正
証
書
（
任
意
後
見
人
に
な
る
た
め
の
必
須
書
類
）

②
死
後
事
務
委
任
公
正
証
書
（
本
人
が
第
三
者
に
対
し
、
亡
く
な
っ
た
後
の
諸
手
続
、
葬
儀
、
納
骨
、
埋
葬
な
ど
に
関
す
る
事
務
等
に
つ

い
て
の
代
理
権
を
付
与
し
て
、
死
後
事
務
を
委
任
す
る
契
約
）

③
尊
厳
死
宣
言
公
正
証
書
（
回
復
の
見
込
み
が
な
い
末
期
状
態
に
あ
る
と
き
、
延
命
の
た
め
だ
け
の
治
療
を
中
止
し
、
人
間
と
し
て
の
尊

厳
の
も
と
、
生
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
宣
言
し
て
お
く
）

④
遺
言
公
正
証
書
（
い
わ
ゆ
る
遺
言
書
）
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の
四
点
セ
ッ
ト
を
作
成
す
る
事
を
互
井
上
人
は
勧
め
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
成
年
後
見
人
に
関
す
る
相
談
は
、
本
人
が
お
住
い
の
地
域
の
役
所
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
家
庭
裁
判
所
な
ど
に
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
す
。
公
正
証
書
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
公
証
役
場
で
作
成
す
る
か
、
公
証
人
に
来
て
も
ら
っ
て
作
成
し
ま
す
。

　
更
に
、
い
ざ
任
意
後
見
監
督
人
選
任
の
申
し
立
て
を
す
る
際
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
に
、
財
産
を
整
理
し
、
複
数
の
銀
行
を
一
つ
に

纏
め
て
、
財
産
目
録
を
作
成
し
、
銀
行
の
通
帳
・
印
鑑
、
保
険
証
、
手
紙
、
鍵
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
保
管
場
所
も
把
握
し
て
お
き
、

い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
な
い
よ
う
に
事
前
に
準
備
を
整
え
て
お
く
必
要
性
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
互
井
上
人
は
、「
後
見
人
は
お
坊
さ
ん
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
非
常
に
煩
雑
で
手
間
も
時
間
も

か
か
り
、
知
識
も
必
要
で
あ
り
、
金
銭
的
に
も
負
担
が
あ
り
、
責
任
も
重
く
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
ま
す
。
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
や
行
政

書
士
、
市
民
後
見
人
な
ど
も
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
進
ん
で
お
坊
さ
ん
が
や
る
必
要
は
な
い
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
お
坊
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
頼
ら
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
話
が
来
る
の
で
あ
る
し
、
お
坊
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
周
囲
の
人
に
信

頼
さ
れ
て
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
場
面
も
あ
る
し
、「
お
坊
さ
ん
が
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
仕
事
で
も
あ
る
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

五
、
成
年
後
見
制
度
の
問
題
点
と
課
題

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
の
成
年
後
見
制
度
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
出
て
き
た
問
題
点
を
ま

と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
医
療
の
同
意
が
出
来
な
い
点
で
す
。
尊
厳
死
問
題
な
ど
、
判
断
を
現
場
で
求
め
ら
れ
た
場
合
な
ど
に
も
、
後
見
人
に
は
権
利
が

無
く
、
せ
い
ぜ
い
昔
の
話
を
す
る
程
度
し
か
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
後
見
人
制
度
で
は
な
く
、
尊
厳
死
宣
言
な
ど

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
増
加
す
る
認
知
症
の
需
要
に
職
業
後
見
人
の
数
が
不
足
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
後
見
人
候
補
を
増
や
す
事
も
課
題
で
す
。
一
方
、
後
見
人
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に
よ
る
不
正
が
絶
え
ず
、
後
見
人
の
資
質
の
向
上
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
必
要
な
出
費
か
否
か
を
本
人
で
は
な
く
、
法
定
後
見
人
や
監
督
人
が
決
め
て
し
ま
う
事
も
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
医
師
へ

の
付
け
届
け
が
出
来
な
く
な
っ
た
Ｃ
子
さ
ん
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
後
見
人
は
、
本
人
の
財
産
や
身
体
は
守
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
本
人
の
生

き
が
い
や
満
足
感
に
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
成
年
後
見
人
は
、
基
本
的
に
は
、
生
き
て
い
る
間
だ
け
し
か
関
わ
れ
ま
せ
ん
。
死
後
の
財
産
処
分
や
葬
儀
な
ど
に
関
し
て
は
、

遺
言
書
や
、
死
後
事
務
委
任
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

六
、
そ
の
他

イ
オ
ン
の
身
元
保
証

　
最
近
、
イ
オ
ン
ラ
イ
フ
株
式
会
社
は
、
葬
儀
の
運
営
の
み
な
ら
ず
、
イ
オ
ン
の
身
元
保
証
と
題
し
て
、
家
族
に
代
わ
っ
て
病
院
へ
の
入

院
、
福
祉
施
設
・
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
の
際
の
身
元
保
証
人
引
き
受
け
か
ら
、
日
々
の
生
活
支
援
、
ご
逝
去
後
の
葬
儀
・
納
骨
・
死
後
事

務
支
援
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
イ
オ
ン
と
契
約
し
、
信
託
会
社
に
預
託
金
を
預
け
て
お
き
、
そ

の
お
金
の
範
囲
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
形
に
な
る
よ
う
で
す
。
初
期
費
用
九
〇
万
円
、
年
額
一
万
円
、
生
活
支
援
費
一
時
間
当
た
り
四
〜

六
千
円
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
葬
儀
・
納
骨
・
死
後
事
務
支
援
費
五
〇
万
円
な
ど
の
費
用
が
掛
か
る
そ
う
で
す
。

家
族
信
託

　
成
年
後
見
人
制
度
に
似
た
制
度
と
し
て
は
、
家
族
信
託
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
有
す
る
不
動
産
・
預
貯
金
等
の
資
産
を
信
頼
で
き
る
家

族
に
託
し
て
そ
の
管
理
・
処
分
を
任
せ
、
そ
の
資
産
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
は
本
人
が
受
け
と
る
と
い
う
制
度
で
す
。
成
年
後
見
人
の
場
合

に
は
、
合
理
的
理
由
の
無
い
財
産
処
分
は
不
可
能
で
あ
り
、
古
く
な
っ
た
家
の
建
て
替
え
や
、
売
却
な
ど
の
資
産
運
用
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
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家
族
信
託
で
あ
れ
ば
、
契
約
の
範
囲
内
で
資
産
を
運
用
で
き
る
点
が
異
な
り
ま
す
。

　
た
だ
こ
の
制
度
は
、
信
託
す
べ
き
財
産
が
あ
り
、
信
頼
で
き
る
家
族
が
い
な
い
と
使
え
ま
せ
ん
。

七
、
ま
と
め

　
近
年
、
後
継
者
や
親
族
が
い
な
い
、
あ
る
い
は
居
て
も
仲
違
い
し
て
い
て
居
な
い
も
同
然
と
言
う
方
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悩
み
に
、
我
々

は
ど
う
関
わ
っ
て
行
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
成
年
後
見
制
度
は
、
人
間
一
人
の
人
生
を
預
か
る
も
の
で
あ
り
、
知
識
も
お
金
も
時
間
も
必
要
で
あ
り
、
非
常
に
大
変
で
気
軽
に
は
受

け
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
同
時
に
、
成
年
後
見
制
度
は
人
々
の
人
生
の
晩
年
に
訪
れ
る
不
安
を
取
り
除
く
行
為
で
も
あ
り
ま
す
。

抜
苦
与
楽
、
慈
悲
の
行
為
こ
そ
が
大
乗
仏
教
の
眼
目
の
一
つ
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
僧
侶
が
関
わ
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
野
の

一
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
互
井
上
人
が
仰
っ
て
い
た
よ
う
に
、「
後
見
人
は
お
坊
さ
ん
の
仕
事
で
は
な
い
。
し
か
し
、
お
坊
さ
ん
が
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
仕
事
で

も
あ
る
」
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
葬
儀
の
簡
素
化
、
直
葬
な
ど
が
増
え
て
き
た
昨
今
、
我
々
僧
侶
は
、
葬
儀
だ
け
に
関
わ
れ
ば
い
い
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

葬
儀
よ
り
前
の
時
点
か
ら
、
臨
終
の
前
、
老
後
か
ら
、
あ
る
い
は
も
っ
と
前
か
ら
関
わ
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
か
つ
て
寺
院
は
、
誕
生
か
ら
死
後
ま
で
、
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
我
々
も
そ
こ
に
回
帰
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
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